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「異文化研究」の哲学的根拠と今日的使命
Philosophical Reason and Contemporary Mission 
of ‘Cross-cultural Studies’
 This essay aims at preparing a philosophical basis for ‘Cross-cultural Studies’ to be 
based upon. In this newly-devised class, students are usually asked to practice explaining 
some aspects of foreign culture both in English and Japanese to become global personnel to 
function in the globalized society. Certainly, it should be educational for them to acquire 
working capability to concisely explain some aspects of foreign culture. What, however, is 
the true substantial, or philosophical, reason for them to experience this practice? This is the 
background reason for the author to write this essay.
はじめに
　桜花学園大学学芸学部ではカリキュラム改革の一環として平成28年度より「日本研究」
を置き、日本のことを知って説明できるグローバル人材の育成の一助としている。これと並
行して、従来は英語で教えていた「Cross-cultural Studies」を「異文化研究」と改め、日本語
で教えるようになった。シラバスにはこの科目の授業概要を、「広く世界に目を向けるグロー
バル人材になることを目標として、異文化や外国の歴史等に関する基本的な事柄を簡潔かつ
丁寧に説明する練習を積」む、と謳っている。実際、毎時間、その日の学習内容を簡潔な英
語と日本語で説明する練習をしている。例えば、「パブの本質は何か？」の回では、「パブの
本質は人である。人々が話をし、笑い、時に議論をする、それがパブを作る」といった説明
が求められる。一般に我々の知識というものは曖昧であることが多く、自分が知っているは
ずのことでも相手に分かるように説明することは必ずしも容易ではない。だからこそこのよ
うに物事を簡潔に説明出来るようにする訓練は有意義だと感じている。しかしながら、大学
はガイド養成の専門学校ではない。にもかかわらず、日本や外国の文化を知って説明できる
ような人材をなぜ養成するのか。異文化研究を教える、あるいは習う、哲学的根拠と今日的
使命は何か。やや大袈裟かもしれないが、きちんとそうした意味付けをしないといけないと
考えたことが、本稿執筆の動機である。
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第１章　唱歌・交響曲
第１節　「蛍の光」
　異文化を研究する根拠を考えるため、初めに唱歌「蛍の光」の原曲について確認する。「蛍
の光」の原曲はスコットランド民謡 Auld Lang Syne「オールド・ラング・サイン」である。
これは「古くからスコットランドに伝わっていた歌で、現在に至るまで、特に年始、披露宴、
誕生日などで歌われる」（1）。興味深いことに日本の「蛍の光」が卒業の折の別離、惜別の歌
であるのに対して、現在知られている「オールド・ラング・サイン」は、再会の折の懐旧と
乾杯の歌である（友よ、懐かしいあの日のために／懐かしいあの日のために／変わらぬ友情
の杯を交わそう／懐かしいあの日のために）。この歌が年始、披露宴、誕生日などで歌われる、
というのはそれらがいずれも人々の再会の場だからである（その様子は YouTubeで簡単に確
認することが出来る）。「古くからスコットランドに伝わっていた歌」を元に、18世紀のス
コットランドの詩人ロバート・バーンズ Robert Burnsが現在知られている歌詞をつけた。な
お、すでに200年以上にわたって歌い継がれ、今ではこの歌は準国歌の扱いということなの
で、間違いなくスコットランド文化の一例とすることが出来よう。
　原曲は以上の通りとして、次に「蛍の光」の誕生について述べる。明治12（1879）年に
明治政府は音楽取調掛（とりしらべがかり）を開設した（2）。音楽教育の調査と研究のためであ
る。「明治のはじめ、日本の音楽教育については、西洋音楽を日本に移植してそれのみを教
育する、日本固有の音楽を育成発展させる、西洋音楽と東洋音楽の折衷、の３つの意見があっ
た」。その状況下にあって、音楽取調掛の担当官の任にあった伊沢修二は、折衷案をとった、
という。その結果、明治17（1884）年に生まれた小学唱歌集初編に「蛍の光」が掲載された。
はじめは「蛍」というタイトルであった（ちなみにこの初編には33の曲が掲載されているが、
他には「君が代」「蝶々」なども含まれていた）。作詞者はやはり音楽取調掛であった稲垣千
穎（ちかい）である。つまり、この曲はスコットランドの民謡という西洋音楽に、日本人の
作詞による歌詞という東洋文化（音楽？）をつける折衷案により生まれたと言える。もちろ
ん「日本固有の音楽を育成発展させる」という道を取ることもあり得た状況下にあって、折
衷という道を取ったことは大きな選択であった。すなわち、「蛍の光」に限って言えば、か
つて日本人が聞いたことのない西洋音楽の旋律、すなわち異文化を輸入しつつ、それを国学
者であり、歌人であり、和文教育を行う教育者であった稲垣千穎の作詞による日本語の歌詞、
すなわち日本文化と一つにすることで、「日本固有の音楽を育成発展させる」道を取ってい
たら生まれなかったであろう多様性を日本文化に与えることになったのである。
　歴史の ifは無意味だと言うが、仮に伊沢修二の折衷案がなければ西洋音楽に日本語の歌詞
をつけるということは起きなかったかもしれず、また仮に稲垣千穎という作詞家の協力がな
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ければ折衷案も案のままで終わったかもしれない。「右の如くにして言葉も大概は出来、か
つ取調べた曲もようやく増加したからして、今度はこれに日本国語の唱歌を附することとし
たが、これは非常な大問題であって、単に歌を作るといふことさへ容易では無いのに、取調
掛の要求では、なお又曲意に合した歌を作るといふのみならず、句数字数が合はなければ、
折角作歌者がいかなる名歌を作つても何の役にも立たぬ。その最得意とする好所をも改作し
なければならぬのである。そこで歌も作る曲意も解る、句数字数も自在に変化し得るという
作歌者を得る必要が起こった。しかして最初に盡力してくれた人は稲垣千穎氏である」と伊
沢修二は書いている（3）。西洋音楽の旋律を輸入してそれに日本語の歌詞をつけると言っても、
並大抵のことではないことが分かる。
　なお、この小論で使っている異文化ないし日本文化という言葉も、あくまで相対的なもの
であることを確認しておきたい。二つ前の段落で「西洋音楽の旋律、すなわち異文化」と言
う書き方をしたが、「蛍の光」の旋律が異文化だったのは段落冒頭に書いた通り「蛍の光」
の誕生の時点の話である。しかし、「蛍の光」は後述する通り、「卒業ノ時ニ歌フベキ歌」と
いう指定のある歌だったこともあり、その後、長く日本の卒業式で歌い継がれてきた。今や
この歌は十分に「日本文化」の中に位置付けられるだろう。また、同じ段落で「日本語の歌詞、
すなわち日本文化」とも書いたが、冒頭の「蛍の光、窓の雪」という語句は、晋の時代の歴
史を記した中国の史書『晋書（車胤伝）』にある故事によるものである。併せて「蛍雪の功」
という言い方も広く人口に膾炙している。すなわち日本文化と言ってもそこに外国、特に中
国の文化の影響が大きいこともまた事実である。我々が日頃、日本文化と考えているものも
元をたどれば異文化であることは枚挙にいとまがないほど多く、それゆえ異文化と考えてい
るものも時をへて日本文化になることは同じくいくらでもある。
　ちなみに、今回、関連資料を見ていて気になったことがある。それは、明治14年に宮中
で音楽の演奏があった折に、伊沢修二が書いた演奏楽曲の解説の「蛍の光」の項にある以下
の記述である。「此曲ハ蘇格国土ノ古伝ニ出テ其作者ヲ詳ニセズ。然レドモ其意ハ告別ノ際
自他ノ健康ヲ祝スルニアリトス。其調ハ我国ノ双調呂施ニ異ナラザルモノ也。其歌ハ東京師
範学校教員稲垣千頴ノ作ニシテ、学生ラガ数年間勧学シ蛍雪の功ヲ積ミ業成リ事遂ゲテ学校
ヲ去ルニ当タリ、別ヲ同窓ノ友ニ告ゲ、将来国家ノ為ニ協心尽力セン事ヲ誓フ有様ヲ述ベタ
ルモノニテ、卒業ノ時ニ歌フベキ歌也」（4）（下線部、筆者。最初の下線は「スコットランド」）。
伊沢は、「この曲はスコットランドに古くから伝わるもので作者ははっきりしない」と書い
たのち、なんと「けれどもその意味は告別の際、自他の健康を祝することにある」と記し
ているのだ。確かにロバート・バーンズの書いた歌詞の冒頭には「古い友を忘れたり、思
い出さなかったりすることなどあろうか（ありはしない）」Should auld acquaintance be forgot, 
and never brought to mind?とあり、この言葉は別離にも再会にも通じる表現ではある。けれ
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ども、それにすぐ続けて「友よ、懐かしいあの日のために／変わらぬ友情の杯を交わそう」
For auld lang syne, my dear, for auld lang syne, we’ll tak a cup of kindness yet, for auld lang syne.とあり、
懐旧と乾杯の意図は明確で、どこにも告別とか別れの意図はない。まさかとは思うが、音楽
取調掛は a cup of kindness を友情の杯ではなく別れの盃と取り違えたのだろうか。恐らくは「卒
業ノ時ニ歌フベキ歌」を探していた音楽取調掛が、全て分かった上で原曲を敢えて「告別」
の歌とみなし、「将来国家ノ為ニ協心尽力セン事ヲ誓フ」意図を加えることを稲垣千穎に依
頼したのであろう。単なる再会と友情の杯の歌を作ることは時代の要請にはなかったであろ
うから。
第２節　「仰げば尊し」
　異文化を研究する根拠を考えるため、次に「仰げば尊し」の原曲について述べる。と言っ
ても、まだ広く知られてはいないかもしれないが、「仰げば尊し」の原曲が明治14（1871）
年にアメリカで出版された楽譜に収録されていることを、平成23（2011）年１月に一橋大
学の桜井雅人名誉教授が突き止めている。楽譜には、曲の題名が Song for the Close of School、
作詞者が T. H. Brosnan、作曲者が H. N. D. と記されている（5）。この作詞者についてはある程
度知られているが、作曲者についてはどのような人物であったかさだかではない。旋律は日
本の「仰げば尊し」とフェルマータの位置を含め、同一である。歌詞は１番から３番まであり、
その内容は級友との別れと再会への期待、教室との別れと再会への期待、惜別と別れの言葉
などである。原曲の歌詞には「仰げば尊し」に含まれる先生への敬意といったものは見当た
らないが、いずれの歌詞にも卒業に際しての旧友への別れの言葉を含んでいる点など、共通
点が多い。
　但し、「仰げば尊し」の原曲については「蛍の光」の原曲とは決定的に異なる点がある。
それはそもそも「仰げば尊し」の原曲は誕生の地であるアメリカにおいて、ほとんど知られ
ていない作品だったという点である。そのため研究者の間でも作者が分からず、そもそも原
曲の存在すら不明であった。アメリカにおいてすらほとんど忘れられていた曲は果たして異
文化という範疇にはいるのだろうか。「正確な経緯は分かっていないが、この歌集が伊沢修
二の手元にあったとの記録（手書きの文書）は発見されている」とのことである。伊沢修二
の元には1880年から1882年にかけて彼が渡米中に指導を受けたメーソンがいたので、その
メーソンが「仰げば尊し」の原曲を伊沢らに紹介し、音楽取調掛によって日本語の歌詞が作
られたのかもしれない。アメリカでも知られていない作品をアメリカ文化と呼ぶのは乱暴か
もしれないが、日本語の歌詞を恐らく作った音楽取調掛にすれば、外国から来た音楽はやは
り異文化という扱いだったであろう。そして、こちらは間違いなく卒業に際して歌われるべ
き曲として歌詞を書いたものと判断される。異文化に触発されて、それに「仰げば尊し我が
師の恩」といった時代の要請に叶った意味を込めて作られた「仰げば尊し」は、結局、「蛍
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の光」同様、日本の文化に多様性を与えてくれた。
　ところで、「旅する唱歌「仰げば尊し」和魂洋才」によると、「日本の唱歌は日本の統治下
にあった韓国・台湾など各地の学校でも唄われていた。終戦後、台湾では「仰げば尊し」を
台湾語に変えて唄い継ぎ、現在も卒業式ソングとして定着している」（6）。卒業に際して実際
歌われている様子も、このサイトにある YouTubeで見ることができる。本国アメリカで忘れ
られた歌が日本ばかりか、日本の統治後の台湾で台湾語で歌われ、台湾の文化の多様性に寄
与しているということになる。タイトルは「青青校樹」であり歌詞も日本の「仰げば尊し」
と異なるところも多いが、「仰げば尊し、我が師の恩」とほど近い言葉が一番の歌詞の最後
に現れ、日本文化が幾分異文化として寄与しているように思われる。
第３節　「第九」
　次に、ベートーヴェンの交響曲第九番「合唱付き」（通称「第九」）を取り上げる。
Wikipediaの「交響曲第九番（ベートーヴェン）」（7）によると、1940年の大晦日にヨーゼフ・ロー
ゼンシュトックが現在の NHK交響楽団を指揮して『第九』のラジオ生放送を行った。これ
は NHKの洋楽課員が企画したもので、その後、年末に「第九」が演奏される習慣が定着し
て行った。さらに、「戦後間もない1940年代後半、オーケストラの収入が少なく、楽団員が
年末年始の生活に困る状況を改善するため、合唱団も含めて演奏に参加するメンバーが多く、
しかも当時（クラシックの演奏の中では）「必ず（客が）入る曲目」であった『第九』を日
本交響楽団（現在の NHK交響楽団）が年末に演奏するようになった」。また、「昭和31年に
群馬交響楽団が行った群馬での第九演奏会の成功が全国に広まったのをきっかけに、国内の
年末の『第九』の演奏は急激に増え、現在に至っている」とのことである。
　ここでは「NHKの洋楽課員がドイツの習慣を模して企画」したことに注目したい。この
洋楽課員は三宅善三という方である。この方は「ドイツでは習慣として大晦日に第九を演奏
し、演奏終了と共に新年を迎える」ので、日本でも第九を流そうとしたようである。この企
画が実現して大晦日に第九を生放送する慣習が定着していたため、この曲を年末の定期演奏
会で取り上げても何ら違和感が無い状況が生まれていた。そうした状況の中、日本交響楽団
（現在の NHK交響楽団）が年末に演奏するようになったことが、日本の年末の『第九』の
演奏の発端となった。もちろんこれだけが、今日、日本の年末に第九が演奏される要因の全
てではないが、一人の人間の異文化摂取の発想が日本の年末に今までにはない新たなものを
付け加えるきっかけを作り、結果的に日本の文化に多様性をもたらしたのである。
第２章　翻訳
第１節　「文語訳聖書」
　（『創世記』第一章第一節）
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　【文語】元始（はじめ）に神天地を創造（つくり）給（たま）へり
　【新共】初めに、神は天地を創造された。
　（『創世記』第一章第三節）
　【文語】神光あれと言（いひ）給（たま）ひければ 光ありき
　【新共】神は言われた。「光あれ。」こうして、光があった。
　（『マタイ傳福音書』第五章第三節）
　【文語】幸福（さいはひ）なるかな、心の貧しき者。天國はその人のものなり。
　【新共】心の貧しい人々は、幸いである。天の国はその人たちのものである。
　（『マタイ傳福音書』第七章第七節）
　【文語】 求めよ、さらば與（あた）へられん。尋（たづ）ねよ、さらば見出さん。門を叩け、
さらば開かれん。
　【新共】 求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門
をたたきなさい。そうすれば、開かれる。
　現在、日本語の『聖書』には何種類かの訳が存在している。それを大きく２つに分類すれ
ば、文語訳と口語訳に分けることが出来る。文語訳にはこれも大雑把には明治訳と大正訳と
がある。上の引用の【文語】は大正年間に改訳されたいわゆる大正訳を指す。筆者の手元に
あるものに従えば正式な名称は「文語 舊新約聖書」である。出版社は日本聖書協会。一方【新
共】は新共同訳の略である。こちらは口語で書かれている。日本聖書協会のホームページに
従って両者の歴史を略述すると、文語訳の方は明治５（1872）年に開催された第１回宣教師
会議において「各教派共同で聖書の翻訳に当たること」が提案された。その後明治７年に「「翻
訳委員社中」が組織され、新約聖書の翻訳に従事し」、明治13年に完成した。旧約聖書の方
は明治11（1878）年に「聖書常置委員会」が組織され、翻訳がなされ、明治20年に全部の
翻訳が完成した。これが明治訳と呼ばれるもので、そのうちの旧約聖書は「今でも「文語訳」
として用いられている」。明治訳の新約聖書はその後改訳され、これは大正訳と呼ばれる。
また、昭和25年頃になると、「聖書改訳要求が次第に高まってきた」。昭和26年に翻訳が始
まり、昭和29年に新約、翌30年に旧約が完成し、出版された（8）。
　【文語】、【新共】両者の文章の違いは、上の短い引用でも一目瞭然であろう。それぞれ時
代の要求に応じて生まれたものであり、それぞれに一長一短があろうことは簡単に想像がつ
く。【文語】の方は典雅で格調が高いけれど、難解で取っ付きにくいという意見があろう。【新
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共】の方は平易で取っ付きやすいけれど、平板でありがたみに欠けるという意見が予想され
る。また明治初年に翻訳された頃、クリスト教は禁制下にあり翻訳は「決死的事業」だった
と言うから、特に【文語】については安易な評価は慎むべきかもしれない。それでもおそら
く言えることは、『聖書』の描く世界は日本人にとって頗る異質な異文化の世界だったとい
うことである。Wikipediaの「文語訳聖書」に書かれている通り、文語で訳されていること
自体は明治時代の人にとって当たり前のことで特に違和感があったとは思えない（外国語の
和訳には文語文を用いるのが常であった）（9）。しかし、異教の神の言葉が典雅な、あるいは重々
しい文語で書かれているのを読んだ、ないし聞いた時、それが当時の人々にもたらした衝撃
は大きかったに違いない。これもまた、異文化が日本ないし日本人の精神に働きかけ、日本
文化に多様性をもたらしたケースとして挙げておく。
第２節　『あひゞき』
　　秋九月中旬といふころ、一日自分がさる樺の林の中に座してゐたことが有ツた。今朝か
ら小雨が降りそゝぎ、その晴れ間にはおりおり生ま煖かな日かげも射して、まことに氣
まぐれな空ら合ひ。あわあわしい白ら雲が空ら一面に棚引くかと思ふと、フトまたあちこ
ち瞬く間雲切れがして、無理に押し分けたやうな雲間から澄みて怜悧（さか）し氣に見え
る人の眼の如くに朗かに晴れた蒼空（あをそら）がのぞかれた。自分は座して、四顧して、
そして耳を傾けてゐた。木の葉が頭上（づじやう）で幽かに戰いだが、その音を聞たばか
りでも季節は知られた（10）。
　これは『あひゞき』冒頭の一節である。『あひゞき』は明治時代の小説家である二葉亭四
迷の翻訳小説であり、明治21年に『國民之友』に連載された。「世界大百科事典」の第２版
の解説によれば「原作はロシアの I. S.ツルゲーネフの短編集《猟人日記》の１編。秋９月中旬、
主人公は白樺林の中で偶然、地主の従僕に捨てられる可憐な農夫の娘の最後のあいびきの場
面を目撃し、娘の姿が脳裏に刻まれる。とくに前半部では、自然が主人公の位置から主体的
に観察されている。また意味だけではなく、〈原文の音調〉を移すため句読点の数まで意識
して訳出されており、生硬な訳語がかえって清新な詩情と近代文学の自然把握の眼を人々に
印象づけた」（11）。この解説を書いた人は「上に引用したような二葉亭のたおやかな日本語を、
一旦「生硬な訳語」という言葉で表現しながら、「がかえって清新な云々」と言葉を継ぎ足
すことで、『あひゞき』の魅力を伝えている。筆者も所々に凛々しい漢文口調を感じながら、
全体的にはどの一節からも快い和語の響きが聞こえてくる。「現代日本文学大事典」（明治書
院、昭和40年）所収の解説には、「この一編は、若い男女の心理の機微を自然のうつろいを
背景にきわやかにえがいているが、原作の音調や句切りにまで注意をくばりながら、自由な
洗練された口語文によってその妙味を移植しようとした翻訳文学中の画期的な佳品である。
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正宗白鳥は、日本の近代文学は、この一編からはじまるとさえいっている」（12）とあり、説明
としてはこれも正確な解説である。
　蒲原有明は「「あひびき」に就て」の中で、以下の通り述べている、「さてそれを讀み了つ
て見ると、抑も何が書いてあつたのだか、當時のうぶな少年の頭には人生の機微がただ漠然
と映るのみで、作物の趣旨に就ては一向に要領を得なかつた。それにも拘らず、外景を描寫
したあたりは幻覺が如何にも明瞭に浮ぶ」（13）。国木田独歩に至っては、自作の『武蔵野』の
中に『あひゞき』の冒頭の一節を丸ごと、相当な分量、引用している。
　　（前略）かかる落葉林の美を解するに至ったのは近来のことで、それも左の文章がおお
いに自分を教えたのである。
　　「秋九月中旬というころ、一日自分が樺（かば）の林の中に座していたことがあッた。今
朝から小雨が降りそそぎ、その晴れ間にはおりおり生（な）ま暖かな日かげも射してまこ
とに気まぐれ空合（そらあ）い。（後略）」（14）
　このように『あひゞき』が明治期の作家たちに与えた衝撃は誠に大きかった。だが、筆者
はこの作品が明治期の作家にどのような影響を与えたかではなく、これほど影響力のある翻
訳を書かせた元の作品と二葉亭四迷との関係により興味を覚える。当時の多くの作家たちを
驚かす程の清新な魅力のある翻訳を二葉亭に促したのは、それに匹敵する魅力を持った原作
であるに相違ない。ツルゲーネフの短編小説集『猟人日記』の中の一短編小説という異文化
の魅力が二葉亭に『あひゞき』を書かせ、結果として日本文学に清新な魅力を持った作品を
付け加えてくれたのである。
第３節　『海潮音』
　『海潮音』は詩人で翻訳家の上田敏が明治38（1905）年に「本郷書院から出版した、主に
ヨーロッパの詩人の詩の訳詩集」であり、「日本に初めて象徴派の詩を紹介した」（15）。ドイ
ツの詩人カール・ブッセの詩を訳した「山のあなたの　空遠く　「幸」住むと　人のいふ　噫、
われひとゝ　尋め行きて　涙さしぐみ　かへりきぬ　山のあなたに　なほ遠く　「幸」住む
と　人のいふ」、およびフランスの詩人ポール・ヴェルレーヌの詩を訳した「秋の日の　ヴィ
オロンの　ため息の　身にしみて　ひたぶるに　うら悲し……」などが有名である。日本に
はもともと外国文学翻訳の長い伝統があったが、「そのなかには、外国文学の紹介にとどま
らず、独自の文学的価値によって古典的生命をもつようになったものもある」（16）との説明が
「ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典」にある。逐語的正確さはともかく、音韻的な美し
さを具えた上のような詩文は確かに「独自の文学的価値によって古典的生命を持つ」と言え
よう。
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　それは言い換えれば、訳詩が単なる翻訳というに留まらなかったということである。元の
詩が持つ文学的価値は外国語のままではなかなか知ったり味わったりすることが難しいが、
美しい日本語に生まれ変わった時に限りその文学的価値を知ったり、味わったりすることが
できるようになる。元は異文化という域を出なかった外国の作品が、優れた翻訳によりその
価値を明らかにするばかりでなく、さらにその文学的価値によって日本語、日本文化に新た
な一ページを加えることで多様性を加えてくれるのである。例えば、これはイギリスの詩人
ブラウニングの詩を訳した「春の朝」という題を持つ『海潮音』所収の詩である。
　時は春、
　日は朝（あした）、
　朝（あした）は七時、
　片岡（かたをか）に露みちて、
　揚雲雀（あげひばり）なのりいで、
　蝸牛（かたつむり）枝に這（は）ひ、
　神、そらに知ろしめす。
　すべて世は事も無し。
この詩は、その根底にあるクリスト教的世界観を通して日本の読者に異文化の世界を垣間見
せてくれる訳詩であるとともに、格調高い日本語で描かれた日本の詩そのものでもある。『海
潮音』の誕生はドイツやフランスやイギリスの詩を日本の読者に紹介してくれた上に、これ
までにはない新しい日本の詩をもたらし、結果的に日本文化に多様性を加えてくれたのであ
る。
第３章　干支
　干支とは何か。ウィキペディアの説明では「干支」は、「十干と十二支を組み合わせた60
を周期とする数詞」（17）となる。しかし、この説明では「十干」と「十二支」の知識が予め必
要である。『岩波国語辞典』の説明にもある通り、「干支」は「単に十二支だけをさすことも」
あり、「来年の干支は午（うま）だ」という言い方も可能である。いずれにせよ、中国由来の
言葉であり、年月日から時間、方角まで表すことのできる生活用語でもある。既に日本人の
生活に深く入り込み、日本語に組み込まれ、気づかぬうちに使っている。すなわち、干支は
今では日本文化そのものだが、歴史を遡れば日本文化に多様性をもたらしてくれたかつての
異文化の一つと言える。
　現代の日本では干支は、「来年の干支は午（うま）だ」「来年は申（さる）年だ」のように年
30 斎 　 孝 則
を表す使い方が多い。但し、宛てられる漢字が普通の使い方と違うので、漢字の干支は次第
に忘れ去られつつあるのではないか。かつて異文化だった漢字自体、日本文化の多様性の一
翼を担っていることを考えれば、漢字の干支を学ばせることは「異文化研究」の一つの役割
であろう。また、年を表す以外の干支の使い方も同様で、漢字が知られていないことと相まっ
て、忘れられて行くことが懸念される。その意味で、「異文化研究」のような授業は、何と
なく外国文化研究を行うのではなく、日本に豊かさをもたらしてくれたかつての異文化が消
え失せて、日本の多様性が失われることのないような啓発を行う使命があろう。
　確認の意味で、年を表す以外の干支の使い方をまとめておく。一つは時刻である。午前
11時から午後１時までが午（うま）の刻で、その丁度中程にあたる昼の12時が正午である。
12時より前が午前、12時より後が午後である。午前１時から午前３時までが丑（うし）の刻で、
その間を30分ごとに刻むため、午前２時から午前２時半までを丑（うし）三つ時と呼ぶ。「草
木も眠る丑三つ時」と言えば、幽霊やお化けが出る時間である。もう一つが方角である。北
の方角が子（ね）で、南が午（うま）。南北を結ぶのが子午線となる。さらに年中行事の名称
にも干支が含まれる。端午の節句と言えば今は５月５日に固定されているが、本来、端午は、
５月の月初め（端）の午（うま）の日、を表す。土用の丑（うし）の日に「ウ」のつく食べ物
（例えば鰻）を食べると、良いとされている。11月の酉（とり）の日の鷲神社で行われる祭礼
の際、神社境内に立つ市のことを「酉の市」という。
第４章　海外安全
　最後に海外安全について述べる。グローバル化した現代にあっては、誰もが気軽に海外へ
出かけられるようになった。しかし、海外へ出かけることは異文化の中に身を置くことであ
る。国内にいる時とは違う知識と意識が必要である。そのための基本的な情報は外務省の海
外安全ホームページ（トップページ）に載っている。以下、その海外安全ホームページの情
報を確認することによって、少しでも異文化の中に身を置く際の注意点を知り、国内にいる
時とは異なる意識を持てるようにしたい。海外安全ホームページに掲載されている情報がか
なり膨大なので、ここでは「海外安全虎の巻2018」（18）（以下、「虎の巻」と略す）から情報を
拾って行く。
　このページで最初に目に飛び込んで来るのは「お出かけ前にたびレジ登録を！」のお知ら
せである。筆者の経験では日頃、学生たちを海外に引率したり、留学情報を提供したりする
立場にある教員でも海外安全に対する意識はまだ驚くほど低く、たびレジの登録をきちんと
指導している教員は最近まで一握りであった。当然、学生たちもたびレジの存在を知らない
ことが多く、この状況の改善は学校関係者の共通する課題である。ちなみにたびレジには簡
易登録という仕組みがあり、渡航する本人だけでなく、その学生を担当したり指導したりし
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ている教員も本人と同じ情報を受け取ることが出来て便利である。
　虎の巻の「海外安全のための基礎知識」「その弐」は、「自分の身は自分で守る」ための心構え、
というタイトルを持つ。この「自分の身は自分で守る」という考え方自体、世界の中でも治
安の良い国の一つである日本に住む我々にとっては、異文化と言えるだろう。筆者が外務省
の資料でこの言葉を知り、ああこれは海外安全指導に必要だと思って学生配布用資料に載せ
たところ、「この言葉は強すぎる」と他の教員から指摘されたこともある。ことほど左様に、「自
分の身は自分で守る」というのは、これまで我々には馴染みのなかった、違和感を覚える言
い方なのだ。なお、このページには海外で外出する際、パスポートを持ち歩くべきかどうか、
といった迷う可能性のある事柄も扱われている。
　同じく上記に続くページには「犯罪にあったら抵抗しない」という項目があり、「万が一
犯罪にあってしまったら」「犯罪者の顔を覚えようとジッと見たり、撮影したりすることは
相手を刺激するため、控えてください」と書かれている。こうしたことも言われてみればな
るほどと思えるが、言われなければうっかりやってしまうかもしれないことである。筆者が
最近参加させて貰った海外安全の講習会では金を要求されたらどうするか、という状況を想
定し考えを出し合った。それに刺激されて異文化研究の授業で「犯罪者にピストルを突きつ
けられ、金を要求された」という状況を設定してどんな仕草をするか実演させた。その結果
は、全員撃たれてもおかしくないような対応をしたのである。すなわち、ポケットまたはハ
ンドバッグの中に手を入れて財布を出し、そこからお金を渡す仕草をしたのだ。正解はもち
ろん、指で金のありかを示し、相手に取らせる、である。ポケットなどに手を入れる仕草は
銃を取り出す動作に似ているため危険なのである。教員も学生も海外安全のための訓練が不
足していることは間違いない。異文化を研究し、あるいは研究させ、危機意識に乏しい日本
人の意識、日本文化をもう少し補強して行く必要がある。
おわりに
　以上、第１章「唱歌・交響曲」、第２章「翻訳」、第３章「干支」、第４章「海外安全」の
４つの章に分けて、異文化研究の哲学的根拠と今日的使命について述べてきた。時代的には
「干支」を除き、およそ明治期から現代までにまたがることになった。この近現代において、
日本と日本人は異文化に絶え間なく触れ続けてきたことの現れである。第１章・第２章及び
第３章の「干支」の研究を通して、近現代において日本と日本人がそれぞれ異なる必要性や
理由から海外の文化を取り入れてきたこと、それが結果的に日本と日本文化に豊かな多様性
をもたらしてくれたことを示せたかと思う。欧米の音楽の摂取の直接の意図は、時代の要請
に基づく学校の音楽教育の確立や海外文化の導入であった。だがその意図を超えて今ではそ
うして生まれた唱歌や「第九」が日本の豊かな文化を作り上げることとなった。異文化への
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積極的な姿勢が日本文化に豊かさを導いたのであり、そのことを学ぶことが異文化研究の哲
学的根拠なのである。その意味では聖書や海外文学の翻訳、干支も同様である。最後の「海
外安全」は一見、他の項目と別次元のように見えるかもしれない。けれども、このグローバ
ル社会はこれまでにも増して異文化に触れ続ける時代である。そういう時代においては、こ
れまで以上に異文化への積極的な姿勢が必要で、「自分の身は自分で守る」という海外にお
いては常識になっている文化を、我々も取り入れていく必要がある。これを異文化研究の今
日的使命の一例として挙げた所以である。
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